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するということが一般的であること、また札幌圏は

二次医療圏における病院病床数が、全国最多であり、

病院数が240あり、病床数は４万2,000、対象人口は

235万であることも話されました。

さらに地域医療構想のコンセプトについては、地

域医療構想は病床削減の仕組みではなく、病床機能

報告制度では、将来の病床についても報告すること

になっているが、都道府県知事には報告された病床

の合計数と将来の必要量とを一致させる権限はな

く、都道府県に病床削減などの権限はまずないと説

明されておりました。地域医療構想の策定にあたっ

て、都道府県は医療需要の病床の必要量を推計しま

すが、病床機能の分化・連携に向けての議論のため

に提示するもので、不要な病床削減の基準とするの

ではなく、むしろ不足している機能の病床の手当て

を検討するためのものであることも話されておりま

した。

最後に、今後の地域医療構想調整会議の役割と進

め方について、医師会をはじめ幅広い関係者の参加

が望ましく、その調整会議の議長としては、医師会

の代表などが想定されているので、地域の実情を踏

まえた調整役を果たしていただきたいと言われまし

た。また今後のスケジュールについて、社会保障制

度改革国民会議は、次期医療計画の策定時期である

2018年度を待たずに速やかに策定し、直ちに実行し

ていくことが望ましいとしましたが、ガイドライン

では、日本医師会の主張どおり、拙速に陥ることな

く、じっくりと調整会議等で協議をして、地域医療

構想を策定していただきたいことを話されました。

今回の講演により地域医療構想についての理解が深

まり、2025年に向けての医療提供体制として病院の

病床を大幅に削減し、それをもって医療費を抑制す

ることになるのではという不安が払拭され、大変有

意義な医政講演会でありました。
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－生命保険「団体扱い」のお奨め－

会員の皆様が加入されている下記生命保険会社

（８社）の保険を、当会の『団体扱い契約』にし

ますと保険料が割引されます。

契約者が会員本人で『個人扱い』にてご加入さ

れているご契約がありましたら、該当の生命保険

会社担当者へ『北海道医師会の団体扱い』に変更

したい旨、お伝えいただき、所定の手続きをお願

いいたします。

記

【団体扱い生命保険会社名】

日本生命、ジブラルタ生命（旧セゾン生命分除く）、

第一生命、住友生命、明治安田生命、富国生命、

朝日生命、三井生命

※実際の割引料につきましては、ご契約の保険会

社にお問い合わせください。

※当会を退会した場合は、会員へ確認の上、個人

扱いへ変更させていただきます。

知
ら

お せ
◇医業経営・福利厚生部◇

団体扱いに変更された場合の保険料の払込方法

は、以下のとおりです。

開 業 会 員⇒「国保診療報酬」から引去

勤務医会員⇒口座振替により毎月12日に

所定の口座から振替いたします。

【口座振替 取扱銀行】

北海道銀行 本店、各支店

北洋銀行 本店、各支店

２行のみ

「問い合わせ先」

○団体扱い該当の生命保険会社

または

○北海道医師会『事業第五課』（℡011-231-1434）


